
☆令和 8 年度〈見附市立小・中・特別支援学校〉各校のアカウンタビリティ 概要紹介☆
学 　 校 　 名 学校紹介・動画内容

スクールアカウンタビリティ
動画はこちらから視聴できます▶



地域とともにある学校づくり
「コミュニティ・スクール」
の推進

市民・教職員・行政が講座を開設!
幅広い感動体験を提供
「わくわく体験塾」

見附市の基本理念

1. ふるさと見附を愛する子どもの育成を目指します。
2. 世に役立つことを喜びとする子どもの育成を目指します。

　地域・保護者と学校が
一体となって学校運営を
推進していく仕組みであ
る「コミュニティ・スクー
ル」を全小・中・特別支援
学校で推進しています。

　学校だけでなく、地域や
企業の方にも講座を開設
していただき、夏休みを利
用して様々な体験活動を
提供しています。

絆の礎「四つ葉運動」の推進 見附の子どもの本 100 冊運動 オリジナル副読本「みつけ塾」

防災教育の推進 「スマートウエルネススクール」の推進

　「あいさつ」「読書」「花と緑」「お手伝い」の四つ葉
運動を、各園、学校、家庭等、全市で推進しています。

見附見附見附見附見附見附見附の子の子の子の子の子の子の子どもどもどもどもどもども

防災防災防災教育教育教育の推の推の推

オリジナル副

花と緑

読書
（読み聞かせ）
読書
（読み聞かせ）

お手伝い

妊娠、出産から育児まで　
切れ目ない支援
妊娠期から育児期までの包括的な支援をワンス

トップで展開する「ネ
ウボラみつけ」では「産
後ケア」、「療育教室」、
「産前産後サポート」、
「個別相談」等を開催
し、育児や就学へのつ
なぎを支援します。

仕事と子育てが両立できる　
環境の整備
病後児保育、放課

後児童クラブ、ファ
ミリーサポート等、
こどものより多様な
受け皿を整備し、仕
事と子育てが両立で
きる環境づくりを進
めます。

見附市こどもの居場所
プレイラボみつけ
主に小学生（特に高学年）が天候にかかわらず放課

後や休日に自由に過ごせ
る、遊びと学びの場を提供
することにより、こどもの
自発性を育むことを目的
として、見附市こどもの居
場所（プレイラボみつけ）
を設置しています。

見附市子育て支援サイト

あいさつ

起業家精神・起業家的資質・能力を育む
みつけ Job チャレ教育の推進

　「こどもが自ら課題をみつけ
る」「こどもが実社会（地域）と
つながる」「こどもが不確実性
の高い課題に挑戦し、失敗体験

からも学ぶ」「こどもが社会に新たな価値を提供す
る」を４つの柱として、地域の大人に学んでいます。

ご挨拶
　日頃から、見附市の教育にご協力・ご支援いただき感謝申し上げます。
「見附市　子育て　教育の日」は、見附の明日を担う子どもたちを健やかに育むため、家庭、地域、学校、教育行政がそ
れぞれの立場から考え、互いに連携・協力した取組を一層進めるきっかけとなるよう、制定したものです。今年度よ
り、オープンスクール授業参観を平日開催としました。「見附市　子育て　教育の日」である 11 月 15 日（日）に四つ
葉運動やスクールアカウンタビリティの動画視聴などを通してこどもと保護者の関わりを深めていただきたいこ
と、動画視聴後、オープンスクール授業参観をしていただくことで、こどもの学校での様子
や学校の取組をより深く理解していただきたいこと等が変更の主な理由です。
　さて、見附市では「見附市こども・子育てどまんなか条例（下の二次元コードよりご覧く
ださい）」を令和６年４月１日より施行しました。また、令和７年 3 月に「見附市こども計画
（右の二次元コードよりご覧ください）」を策定し、これまで見附市の教育で大事にしてい
る、０歳から 18 歳までの一貫した切れ目のない支援と「共創郷育」の理念の下「地域ととも
にある学校づくり」の取組のさらなる充実につなげています。
　当市で特に力を入れている取組が、地元での起業・創業をはじめ、チャレンジを身近に感じて積極的に行動できる
起業家精神と起業家的資質・能力を有する人材をこどもの頃から育成することを目指したアントレプレナーシップ
教育の視点を位置付けた教育活動である「みつけ Job チャレ教育」です。市内の企業や事業所、商店等を含む組織や
各種団体等、そして市役所各課が一体となったオール見附の体制で「みつけ Job チャレ教育」を推進しております。
　大勢の市民の皆様が総がかりでこどもたちの成長を支援していただきました。このことに感謝申し上げますとと
もに、本年度の「見附市　子育て　教育の日」に関する取組である「オープンスクール」や「スクールアカウンタビリ
ティ in みつけ 2026」等を、これからの「地域と共にある学校づくり・園づくり」について共に考える契機にしてい
ただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  見附市教育委員会　　見附市校長会

　全てのこどもは、見附市の明日への活力と喜びにつながる地域の宝であり、一人ひとりが様々な個
性や能力、大いなる可能性を持ったかけがえのない存在です。
　こどもは、おとなと同様に権利の主体として尊重され、基本的人権や児童の権利に関する条約の
４つの原則「差別の禁止」「こどもの最善の利益」「生命、生存及び発達に対する権利」「こどもの
意見の尊重」等が保障されなければなりません。また、こども自身がその権利について自覚し、自
分の存在に自信と誇りを持つことが大切です。そして、自分の権利が守られることで、全ての人の権
利が自分と同じように守られることを理解できるようになります。
　おとなは、こどもが権利を保障され、社会の一員として自分の意見を自由に表明することができる
存在であることを理解し、こどもに伝えていくことが必要です。こどもの権利について、こども自身
を含めて、市民全員が共通認識を持つことが大切です。そして、こどもを独立した権利の主体として
尊重し、その意見を受けとめ、大切にし、こどもにとって何が最も良いことなのかを考え、自立に向
けて成長を支えていくために、こどもに関する取組や施策を強く進めていく必要があります。
　見附市ではこれまでも、学校と家庭、地域の連携を強化し、地域の人材と資源を活かして教育の
質の向上を図る「共創郷育」の理念のもとで、おとなが総がかりでこどもの育ちを支える取組を推
進してきました。
　改めて、こどもの権利や子育て支援の基本理念を示すことで、市民全員
が子育てへの関心をさらに高め、こども・子育てを社会の「どまんなか」
におきながら、保護者、行政はもとより、地域、事業者等社会全体でこど
もや子育てを支え、こどもが「見附市に育ってよかった」と誇りを持ち、子
育て世代が「見附市に住みたい、住んでよかった」と思えるまちの実現を目
指して条例を制定します。

１．環境変化に対する配慮
⇒ 心身の負担への十分なケア

２． 交通手段の確保
⇒ 公共交通やスクールバスなどの活用

３．時代に即した学習環境の構築
⇒ 体育館、教室の空調整備を進めます

☆快適な学びの空間、充実した教育環境の整備
学校再編を進めていくうえでの配慮事項
～こどもたちが安全・安心に学べる教育環境づくりを目指します～

学校施設の長寿命化等の改良工事

通学路の安全対策の推進

安全安心な学校給食事業
見附産米を使用するほか、地元産野菜も積極的に使用して安

全安心な給食を提供します。給食費の小学生の無償化、中学生の
２か月分の無償化、多子世帯への補助も拡大し、保護者の負担軽
減にも努めています。

長寿命化計画等に基づき改良工事、営繕工事を適切に行い、快
適な学びの空間、教育環境の整備に努めます

毎年点検調査を行い、庁内組織及び通学路安全推進協議会で
の検討を行い、優先度の高い路線から安全対策を行っています。


